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インターネットエクスプローラ5
正式版ついに公開！

インターネットツールの最新情報

インターネットエクスプローラ5がようやく正式版となった。鳴り物入りで登場し、さまざまな話題を

呼んだバージョン4と比べると、あまり変化はないように見える。しかしその中には数々の斬新な機能

が秘められているのだ。今月はIE 5を中心に1ページ増でお届けしよう。

THIS MONTH'S TOP NEWS

正式版はCD-ROMから

長らくベータ版のままだったインターネッ

トエクスプローラ（IE）のバージョン5正

式版がついに公開された。日本語版も同

時の公開だ。右のURLからダウンロード

できるが、ダイアルアップ接続しているユ

ーザーは本誌の付録CD-ROMからインス

トールするのが早いだろう。インストール

の際にはぜひ「ブラウザのカスタマイズ」

を選んでほしい。インストールするコンポ

ーネントを細かく選択できるし、「詳細設

定」ボタンでIE 4を残す設定やファイルの

関連付けをしない設定ができる。

アクティブデスクトップはなくなった

IE 4の目玉だったアクティブデスクトップ

はIE 5には含まれていない。IE 4やウィン

ドウズ98をインストールしていないユーザ

ーがIE 5をインストールしても、デスクト

ップやタスクバー、フォルダーはそのまま

だ。チャンネルもなくなった。IEのツール

バーからは「チャンネル」ボタンが消え、

エクスプローラバーにもチャンネルを表示

CD-ROM収録先
ÅMsie_50+CD-ROM+CD-ROM

できない。また、Javaバーチャルマシン

は付属しているものの、「標準インストー

ル」を選んでもインストールされない。IE

5では、過去に大きく宣伝されながらその

後目立った進展がないも

のを切り捨て、新しい方

向に向かおうとしている

ように思われる。

ウェブの表現能力の
強化

IE 5の新しい方向性の1

つは、ウェブページの表

現能力の強化にこれまで

以上に重点が置かれてい

ることだ。本誌の連載

「HTML TIPS&TRICKS」でも紹介してき

たように、ルビをふるタグやIMEを制御す

るスタイルシートが導入され、日本語など

英語以外の環境のサポートが進んでいる。

JavaScriptでは、標準規格となった

DOMをサポートした。また、次世代のマ

ークアップ言語XMLについては、右下の

図のように直接表示する機能が付いた。

URL：

http://www.microsoft.com/japan/ie/

XML にスタイルシートを適用させて

HTMLのように表示することもできる。ベ

クトルグラフィックをタグで表現するVML

もサポートした。
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IE 5の新機能を一挙紹介

これまで派手な機能に隠れて見過ごされ

がちだった細かい使い勝手に磨きがかけら

れているのも、これまでと違った点だ。

「ウェブを閲覧するためのソフト」として

の基本に立ち返ったかのようだ。そうした

IE 5の便利な新機能を一挙に紹介しよう。

アドレスの自動補完

URL入力欄でのアドレスの自動補完が使

いやすくなった。IE 4では文字が同じ場所

に表示されるのでとまどうことが多かった

が、IE 5では入力候補がドロップダウンリ

ストで一覧表示される。

履歴の順序を変える

エクスプローラバーの「履歴」では、4つ

の順序で履歴を一覧表示できる。これま

でのサイト順に加え、日付順、サイトを

表示した回数

順、今日表示

したページ順で

ソートできる。

関連したリンクの表示

ネットスケープコミュ

ニケーター4.5の特徴

である関連サイトの表

示がIE にも付いた。

「ツール」メニューか

ら「関連したリンクの

表示」を選ぶと、エク

スプローラバーに関連

サイトの一覧が表示さ

れる。

プロキシーを自動的に変更

オプション画面の「接続」タブでは、LAN

接続と複数のダイアルアップ接続でそれぞ

れプロキシーを設定できるようになった。

社内LANでは会社のプロキシー、ダイア

ルアップ接続で

はプロバイダー

のプロキシーを

自動的に選んで

使用できる。

ページをまるごと保存

「名前を付けて保存」では、ウェブページ

を画像も含めて1つのファイルにしてハー

ドディスクに保存できるようになった。

ラジオバー

ツールバーに「ラジオバー」機能が追加さ

れた。「ラジオ局ガイド」というページで

番組を選べば、音楽やニュースを聞きな

がらウェブページを見て回ることができる。

検索のカスタマイズ

エクスプローラバーの「検索」の機能がア

ップした。探したい語句を入力するだけで

なく、以前に入力した語句を選んで検索

もできる。また、下の図のようにどの検索

エンジンを使うかカスタマイズもできる。

フォームの入力補完

URL入力欄のように、ページ上のフォー

ムのテキスト入力欄でも過去に入力した

語句がドロップダウンリストに入力候補と

なって一覧表示されるようになった。ま

た、ウェブメールのように名前とパスワー

ドのセットを入力させるページでは、パス

ワードを保存して、次回からは名前を入

力するだけでパスワードが自動的に入力さ

れるようになった。

FTPのアイコン表示

FTPサイトのフォルダーやファイルがハー

ドディスク上のようにアイコン表示される

ようになった。FTP上のフォルダーをハー

ドディスクのフォルダーのようにツリー表

示することもできる。

また、ファイルのダウ

ンロードだけでなくド

ラッグ＆ドロップによ

るアップロードにも対

応した。

じゃまにならないエラー表示

これまではJavaScriptでエラーが発生す

ると突然メッセージが表示されるのがじゃ

まだった。IE 5ではエラーが起きてもメッ

セージは表示されない。エラーの内容を見

たいときは、ステータスバー上のアイコン

をクリックする。
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多彩な機能が魅力の
アウトルックエクスプレス5

THIS MONTH'S TOP NEWS 2

XXXbyæz k TOPICS!XXX

ネットスケープコミュニケーター4.51公開
ネットスケープは、コミュニケーター4.5のマイナーバージョン

アップ版である4.51を公開した。日本語版はウィンドウズ

（95、98、NT）用だけが公開されている。下のURLからダウ

ンロードできるが、本誌の付録CD-ROMにも収録されている。

以前に報告されたフレームのセキュリティーホールが改善され

たほか、付属のメッセージングソフト「Netscape AOL

Instant Messenger」がバージョン2となった（左の画面参

照）。

URL
http://home.netscape.com/ja/download/

これがアウトルックエクスプレス
5の新機能だ

今回アウトルックエクスプレスもIEととも

にバージョン5となった。インストールし

て一目で違いに気付くのが、フォルダーツ

リーの下にある連絡先一覧だ。ここから

送信先を指定して新しいメッセージを作成

できる。アウトルックエクスプレス5はそ

れだけにとどまらず、数々の便利な新機

能を用意している。

CD-ROM収録先
ÅWin→Netscape→32bit+CD-ROM+CD-ROM

マルチユーザー対応

複数のユーザーでパソコンを共有している

場合、「ファイル」メニューから「ユーザー」

を選べば、互いのメールフォルダーを見ら

れることなしに同じアウトルックエクスプ

レス5を使用できるような設定ができる。

マルチアカウントの強化

複数のアカウントを持っている人にとって

は、アウトルックエクスプレス5はたいへ

ん便利になった。ツールバーの「送受信」

ボタンの横の矢印を押せば、どのアカウン

トで送受信するか選択

できる。メッセージ作

成画面では送信するア

カウントをリストから選

択できる。

Hotmailの取り込み

「ツール」メニューから「新しいアカウン

トのサインアップ」を選ぶと、マイクロソ

フトの無料メールサービスHotmailのアカ

ウントを取得して追加できる。Hotmailは

ウェブメールだが、アウトルックエクスプ

レス5を通してメールを送受信できるよう

になっている。

大幅に強化されたメッセージルール

アウトルックエクスプレス5の最大の強化

点は、高機能になったメッセージルール

だ。条件にメッセージの内容に含まれる文

字を指定できるようになったり、「および」

や「または」を指定して複数の条件を関係

付けたりできる。作成の際のインターフェ

イスもアウトルック98に似たものになった。

複数署名のサポート

メッセージに挿入する署名を複数登録し

て選択できるようになった。単に複数作

れるだけでなく、どのアカウントに署名を

結び付けるかの指定もできる。
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